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共共通通専専門門科科目目  ソソーーシシャャルルワワーークク理理論論系系科科目目ⅠⅠ  

22002211 年年度度  ソソーーシシャャルルワワーークク基基礎礎研研修修  開開催催ののおお知知ららせせ  
  

ご自身の実践に、疑問を抱いたことはありませんか。ご自身の実践を、説明できますか。 

 本研修では、ソーシャルワークの基盤となる各実践理論の理解、基本的なアセスメントの観点について学習

します。この研修を受講することにより、日々の実践をソーシャルワーク理論・アプローチ等と結びつけ行え

る基礎的専門性を養うことを目標としています。 

実務経験の浅い方からベテランまで、様々な理論を学び、ご自身の実践を再確認するチャンスです。 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、Zoomを使用したオンラインで開催いたします。 

 

＜研修日時・プログラム・講師＞ 

日時 ／ 会場  研修プログラム 講師 

2022年 

2月 23日 

（水・祝） 

9：30～17：00 

第 1 回 ソーシャルワーク実践と理論・モデルの結び付け 
川村 隆彦氏 

神奈川県保健福祉大学 

保健福祉学部社会福祉学科  

准教授 

第 2 回 
認知的アプローチ、行動的アプローチ、危機介入

アプローチ、問題解決アプローチ 

第 3 回 システム理論・生態学的理論、生活モデル 

第 4 回 ジェネラリストアプローチ 

2022年 

2月 27日 

（日） 

10：15～17：00 

― オリエンテーション ― 

第 5 回 ソーシャルワークの理論と実践の基盤 福山 和女氏 

ルーテル学院大学名誉教授・ 

大学院付属包括的臨床 

コンサルテーションセンター長 

第 6 回 ソーシャルワークの定義と実践 

第 7 回 ソーシャルワーク実践理論とモデル 

2022年 

3月 20日 

（日） 

10：00～17：30 

第 8 回 生物・心理・社会的モデル 

土屋 典子氏 

立正大学社会福祉学部 

社会福祉学科 准教授 

第 9 回 児童に対する統合的アセスメント 
土橋 俊彦氏 

世田谷区児童相談所 所長 

第 10 回 生活困窮者に対する統合的アセスメント 
古城 靖彦氏 

東京社会福祉士会 会員 

第 11 回 地域住民に対する統合的アセスメント 
岡野 信親氏 

東京社会福祉士会 会員 

2022年 

3月 21日 

（月・祝） 

9：30～17：00 

第 12 回 チーム医療とチームアプローチ 
小松 美智子氏 

武蔵野大学 客員教授 

第 13 回 チーム学校とチームアプローチ 
米川 和雄氏 

帝京平成大学現代ライフ学部 

人間文化学科 講師 第 14 回 多職種ケース会議 

第 15 回 ソーシャルワーク実践の振り返り、計画 
石川 到覚氏 

大正大学 名誉教授 

 



2/2 
 

 

＜会 場＞ オンライン（Zoomミーティング） 

＜対 象＞ 社会福祉士有資格者 

＜定 員＞ 40名（先着順） 

＜受 講 料＞ 東京社会福祉士会会員 25,000円 ／ その他会員・非会員 30,000円 

        ・上記受講料の他、テキスト代が必要です（3,800円／送料込み）。 

         「ソーシャルワークの理論と実践の基盤」へるす出版 

・受講決定通知書に受講料とテキスト代の振込先を記載します。 

＜申込方法＞ 下記のいずれかより、申込みフォームに入力のうえお申込みください。 

       ・東京社会福祉士会ホームページ（トピックス → センター発） 

・QRコード →→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→ 

＜申込締切＞ 2022年 1月 17日（月）まで（定員に達し次第締め切ります） 

＜単  位＞ 本研修は、認定社会福祉士認証・認定機構に研修認証された研修です。 

科目認証番号：20180020 ・認証科目：共通専門/ソーシャルワーク理論系科目Ⅰ / 2単位 

＜留意事項＞  

課題について 

受講決定後、事前課題の提出が必要です。事前課題の他、中間課題・事後課題の提出が必要です。 

    事前課題：ソーシャルワークのグローバル定義を他者に説明するときにどのような工夫が必要か 

実務（学習）経験を踏まえて述べてください（1,200字）。 

 

その他、研修３日目に BPSモデルを踏まえたエコマップ作成に多職種連携をしている事例の提示が求めら

れます。ケースを持たない方は、事例書などから持参いただいても構いません。 

※自分とクライエントだけの事例ではなく、関係機関等他職種と関わる事例が適しています。 

アセスメントしたい事例を持参するほうが学びになりますが初任の方は複雑でない事例がお勧めで

す。 

※エコマップについてわからない方は、事前にテキスト P114～122をご確認ください。 

また、第９回目（前）に説明があります。  

Zoomについて 

本研修は、Zoomを使用したオンラインで行います。 

各自にインターネット環境、使用する端末にカメラ機能・マイク機能があることが前提です。 

研修の修了要件について 

  本研修の修了要件は、全講座に出席すること、事前・中間・事後課題を提出し一定の基準を満たすこと。 

研修の中止について 

 自然災害等、当会の責に帰さない事由による中止の場合は、振込手数料を差し引いた額を返金いたします。 

 

 

＜問合わせ＞ 公益社団法人東京社会福祉士会 事務局 生涯研修センター担当：渡会 

〒170-0005 東京都豊島区南大塚 3-43-11 福祉財団ビル 5階 

        TEL：03-5944-8466 ／ MAIL ：syougaikensyuu@tokyo-csw.org 

 

mailto:syougaikensyuu@tokyo-csw.org

